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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、政府や日銀の各種政策の効果

もあり、景気は全体としては緩やかな回復基調が続いております。また、世界経済においては、主要国の金融政策

や原油価格の動向、地政学的リスク等、わが国経済に影響を与え得る不確実性はあるものの、全体としては緩やか

な回復が続いております。

　当業界におきましては、居住用賃貸物件の成約状況は全体としてはほぼ従来の水準を維持した動きとなっており

ますが、地域によるバラつきもあり、出店戦略の巧拙や個々の店舗の競争力が業績を左右し得る事業環境となって

きております。

　このような環境下で競争に打ち勝つためには、様々なお客様の嗜好に対応できる豊富な物件の品揃え（商品力）

や集客の中心となるインターネットの効率的な活用（集客力）、そして最終的に店舗での接客によりお客様満足度の

向上に繋げること（営業力）など、賃貸仲介事業者としての総合力がより重要となってきております。そして、こ

れらの総合力を備えるとともに、スケールメリットを享受するための事業規模の確保や成長が見込める分野に集中

的に経営資源をつぎ込む市場の選択が、会社の成長力と収益力の拡大に大きな影響を与える状況となっております。

このような市場環境に対する認識から、当社が平成27年４月に発表した中期経営計画（平成28年３月期から平成

30年３月期までの３か年計画）においては、今後の成長が見込めるエリアでの市場の取り込みを重視した「新規出

店による規模の拡大」を事業戦略の柱の一つとして掲げ、３年間で28店舗の新規出店を計画するなど、一層の事業

規模の拡大を目指しております。その初年度となる当事業年度は通期で10～12店舗の出店を計画しており、当第３

四半期累計期間において10店舗を出店したことで四半期末店舗数は152店舗となりました。今後も計画達成に向けて

開店準備を進め、順次店舗をオープンして参ります。

足元の業績は、前事業年度の繁忙期（１月～３月）の好調さを維持して４月に大きく仲介件数が伸びたことに加

え、前事業年度までに新規出店した店舗が着実に成長したことも寄与し、仲介手数料収入や周辺商品の取次料収入

などが増加いたしました。また、５月から一部の原状回復工事・リフォーム工事を内製化したことも営業収益の増

加に寄与いたしました。一方、費用面では、店舗数の増加に伴う人件費総額の上昇や工事の内製化に伴う費用計上

などが増加要因となり、営業費用が増加いたしました。

　これらの結果、当第３四半期累計期間の業績は、営業収益62億95百万円（前年同四半期比8.2％増）となり、営業

利益１億92百万円（前年同四半期比180.9％増）、経常利益１億96百万円（前年同四半期比161.0％増）、四半期純利

益１億円（前年同四半期比278.7％増）となりました。

　

　当第３四半期累計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 営業収益 (千円) 比 率 (％) 前年同四半期比 (％)

不動産賃貸仲介事業 3,106,994 49.4 105.6

仲介関連サービス事業 2,042,345 32.4 110.9

その他の事業 1,145,854 18.2 110.5

合 計 6,295,193 100.0 108.2

　なお、当社の営業形態として賃貸入居需要の繁忙期である１月から３月に賃貸仲介件数が増加することから、業

績は毎年１月から３月の割合が大きくなる傾向があります。

　また、当社は不動産仲介事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(2) 財政状態に関する説明

　当第３四半期会計期間末における総資産は、57億14百万円（前事業年度末は68億円）となり、前事業年度末と比

べ10億86百万円減少しました。

（流動資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、38億円（前事業年度末は50億23百万円）となり、前事業年

度末と比べ12億22百万円減少しました。これは現金及び預金が10億52百万円減少したこと、各種紹介手数料に伴う

営業未収入金が57百万円減少したこと、並びに国債の償還等により有価証券が45百万円減少したことが主たる要因

であります。
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（固定資産）

　当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は、19億13百万円（前事業年度末は17億77百万円）となり、前

事業年度末と比べ１億35百万円増加しました。これは営業保証金等の投資その他の資産が１億２百万円増加したこ

と、建物附属設備等の有形固定資産が42百万円増加したこと、並びにソフトウエア等の無形固定資産が９百万円減

少したことが主たる要因であります。

（流動負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は、13億91百万円（前事業年度末は24億13百万円）となり、前

事業年度末と比べ10億22百万円減少しました。これは賞与の支給を行ったことにより賞与引当金が３億34百万円減

少したこと、税金の支払を行ったことにより未払法人税等が３億30百万円減少したこと、未払消費税等が１億71百

万円減少したこと、並びにお客様からの預り金が１億18百万円減少したことが主たる要因であります。

（固定負債）

　当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は、５億70百万円（前事業年度末は５億65百万円）となり、前

事業年度末と比べ４百万円増加しました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、37億52百万円（前事業年度末は38億21百万円）となり、前事

業年度末と比べ68百万円減少しました。これは四半期純利益を１億円計上したこと、剰余金の配当を１億66百万円

行ったことが主たる要因であります。

　

　

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明

前述のとおり、当社の業績は、毎年１月から３月の割合が大きくなる傾向があります。

　現時点において、平成28年３月期の業績見通しにつきましては、平成27年４月28日に公表いたしました業績予想

数値から変更はありません。
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２．四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,272,688 3,220,234

営業未収入金 285,766 228,050

有価証券 100,046 55,024

その他 364,622 297,344

流動資産合計 5,023,124 3,800,653

固定資産

有形固定資産 282,986 325,650

無形固定資産 121,831 112,663

投資その他の資産

投資有価証券 130,400 115,275

営業保証金 500,000 615,000

差入保証金 496,880 500,458

その他 245,665 244,598

投資その他の資産合計 1,372,947 1,475,331

固定資産合計 1,777,765 1,913,645

資産合計 6,800,889 5,714,299

負債の部

流動負債

営業未払金 90,450 66,895

未払費用 361,171 392,478

未払法人税等 342,601 11,721

未払消費税等 232,699 60,838

預り金 471,292 352,360

賞与引当金 547,526 212,935

その他 367,802 293,876

流動負債合計 2,413,545 1,391,106

固定負債

退職給付引当金 533,687 538,194

その他 32,105 32,067

固定負債合計 565,793 570,262

負債合計 2,979,339 1,961,368

純資産の部

株主資本

資本金 424,630 424,630

資本剰余金 324,630 324,630

利益剰余金 3,080,470 3,014,575

自己株式 △16,549 △26,615

株主資本合計 3,813,181 3,737,219

新株予約権 8,369 15,711

純資産合計 3,821,550 3,752,931

負債純資産合計 6,800,889 5,714,299
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(2) 四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

営業収益 5,820,433 6,295,193

営業費用 5,751,932 6,102,783

営業利益 68,501 192,410

営業外収益

受取利息 3,012 2,601

雑収入 4,916 2,011

営業外収益合計 7,929 4,613

営業外費用

支払利息 441 290

雑損失 662 165

営業外費用合計 1,104 455

経常利益 75,326 196,567

特別損失

固定資産売却損 － 3,075

減損損失 － 7,798

特別損失合計 － 10,874

税引前四半期純利益 75,326 185,693

法人税、住民税及び事業税 36,008 16,892

法人税等調整額 12,701 68,003

法人税等合計 48,709 84,895

四半期純利益 26,617 100,797
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年01月19日 08時56分 6ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



ハウスコム㈱(3275)
平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 7 ―

３．補足情報

経営管理上重要な指標

経営成績の推移（通期の実績と計画）

(単位：千円)

平成27年３月期
平成28年３月期

（計画）
（計画増減率）

営業収益 8,663,274 9,120,029 5.3％

仲介手数料収入 4,541,566 4,771,567 5.1％

仲介業務関連収入 2,724,189 2,863,700 5.1％

その他の収入 1,397,518 1,484,762 6.2％

営業費用 8,123,846 8,465,271 4.2％

営業利益 539,427 654,758 21.4％

営業利益率 6.2％ 7.2％ 1.0ｐ

営業外損益 361,675 299,157 △17.3％

経常利益 901,103 953,915 5.9％

経常利益率 10.4％ 10.5％ 0.1ｐ

特別損益 △59,496 △16,982 ―

法人税等 364,772 374,773 2.7％

当期純利益 476,833 562,160 17.9％

当期純利益率 5.5％ 6.2％ 0.7ｐ

１株当たり当期純利益 122.61 144.91
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